
   

                                       
 

 

 

パンデミックをマネジする 
都市研究プラザ 兼 文学研究科  教授 水内 俊雄 

 

概要 感染症の蔓延はグローバルにそして歴史上も古くから社会のサバイバルに大きな影響を与えて

きた。本発表では、明治日本において開国に伴う新たな感染症の発生に対して、明治日本の内務省官

僚の感染症に対するマネジを振り返る。公衆衛生という対処の仕方を、岩倉使節団のメンバーとして

学んだ長与専斎や後藤新平に注目しながら、こうした対処が明治日本の急速な近代化を、社会的イン

フラのハード面、ソフト面の整備から政策形成を伴い支えてきたことを明らかにする。また大阪では

このような対処がどのようにみられ、あわせて大阪市大病院の歴史地理も概述する。 

キーワード 感染症、ペスト、明治日本、公衆衛生、内務省衛生局、岩倉使節団、衛生警察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 地理学と明治日本 

感染症は、発生と伝播における位置情報とその

距離移動を伴う地理情報を必ず有している。少な

くともこの二つの情報にこだわり、そこに科学的

分析を加えようとするのが、私の学問上の本籍の

ある地理学である。アカデミズムや社会一般にお

いてその存在感は小さいままである。思うに位置

と移動に基づく分析ではストーリー性に欠ける。

理学部時代に高槻市にある京都大学阿武山地震観

測所の地震予知の部門で卒業研究をしていたが、

自分の生きている102年スケールを超えるような予

知では、どうも人生の達成感が得られそうにない。

ということで、地球物理学から球物をとった地理

学のある文学部に転向した。ストーリー性に欠け

る地理学に、歴史や社会や都市を冠にした〇〇地

理学を始めたのが、1980年代前半であった。 

阿武山から大阪平野に降りてみて、大阪のまち

はこうした冠付きの地理学を実践するにうってつ

けの魅力のある町であった。特にその歴史の重畳

に魅せられ、この魅力の源泉を求めながら戦前の

大阪をなんとか解剖してみたい、という欲望に駆

られた。卒論、修論、雑誌投稿論文と大阪ネタが

続く中で、修論は近代大阪の出発点の明治期を対

象とした。その魅力の一つは皮肉なことに都市問

題の深刻さとそれに取り組む政策的バイタリティ

にあることに気づいた。またその最初が都市衛生

の問題であり、コレラやペストへの対処であった。 

2. 百斯篤(ﾍﾟｽﾄ)と都市 

そこで出会った衝撃的な冊子は、1907 年に刊行
された大阪府編の『大阪府第二回百斯篤流行誌』
であり、一人一人の患者情報に加え、図 1 に描か
れた詳細なペスト鼠や患者の分布図であった。修
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図 1 明治末期大阪市のペスト患者,ペスト鼠の分布図 
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論ではこの書をうまく扱えなかったと記憶してい
る。というのも今回の発表にあたったって手書き
の修論を探したのであるが、いまだに見つかって
いない（その後見つかりました）。この地図には
まってしまったのが運の尽きで、GIS が今なら最
小限の処理はできようが（現にこの書を使った
GIS 分析がある）、地図分析はできないまま苦闘
しているうちに見えてきたのが戦争と感染症に関
わる公衆衛生問題の歴史解明の面白さであり、そ
れに取り組む人や施策に着目することになった。
大阪府、内務省、とすぐ実践の人的ネットワーク
が視界に入り、まさしく伝染病に取り組む公衆衛
生の歴史、それを動かした、長与専斉、後藤新平
と内務省衛生局の人的系譜に行き着いた。そして
その始まりが岩倉具視を長とする明治初年のいわ
ゆる岩倉米欧使節団であった。 

このアカデミックカフェに登場させていただく
にあたってこの修論をもとにした大胆な仮説は、
パンデミックが問題解決型の施策を生み出し、ひ
いては日本の近代化の一つの大きな政策を形成す
る原動力になったのではないか、というものであ
る。ニューノーマル導入の連続が、明治日本であ
ったといってもよいが、その一事例を紹介したい。 

3. 岩倉使節団と長与専斎 

既述したように修士論文の現物が見当たらず、

たまたまその抄録を科研報告書に英語で掲載して

いたので、それを日本語訳したものを使いながら、

この大胆な仮説を紐解く導入としたい。
http://hdl.handle.net/2324/2552962 ←英語論文掲載サイト 

英語タイトルの日本語訳すると、「近代日本都

市の生活環境における空間的不平等の認識」とな

る。主語は明治の政府官僚であり、修論当時は都

市住環境の把握、制御、マネジに関してどのよう

な主体がどのよう

な認識で、そのよ

うな政策を展開し

ようとしたのか、

ということを明ら

かにすることが主

眼であった。その

把握、制御が公衆

衛生にかかわる、

あるいは労働者や

生産現場に関わる

工場衛生問題ということが出発点となったため、

結局地理学的なツールをこのテーマで展開するこ

とができなかった。地理学の修論としては失敗作

となったが、今回の仮設提示からすると、その分

析の端緒とした久米邦武著『特命全権大使米欧回

覧実記』が大変有用な史料となる。どのように有

用なのかは、下記の引用１の記述の赤字パーツを

中心に読んでいただきたい。 

重要なことは、都市問題、公衆衛生に極めて強

い関心を持ったメンバーがいたこと、それが長与

専斎であったこと、そして下段のほうの赤字の引

用をみていただければわかるように、公衆衛生だ

けにとどまらない極めて広範囲な今でいう社会的

インフラストラクチャーの導入の必要性を認識し

ていることがわかる。そして帰国後内務省の衛生

局長に就任したのである。そしてこの長与がキー

パーソンになり、後継者としてその後の衛生局長

となる後藤新平、窪田静太郎へとその思想は継承

され、後述するが都市計画、労働政策、社会福祉

へと政策の分化を彼らが担っていく。 

初期の重要な感染症の蔓延に関する公衆衛生的

観点の制御に関して、引用 2 の記述が参照される。

中略 

このミアズマ説については、その後の北里柴三郎

の細菌説の登場で、根本的な撲滅に関しては、病

院の院内治療に重点が置かれ、いわゆる都市環境

の問題として関連は薄くなってしまう。因果関係

的に、引用 2 にもあるように感染症の予防に寄与

しており、それが政策的に水道法の制定に結びつ

https://twitter.com/osaisenman/status/1266543029269102592

図 2 岩倉使節団の主要ﾒﾝﾊﾞｰ 引用 2 ミアズマ説と水道敷設 

引用 1 公衆衛生への関心 

http://hdl.handle.net/2324/2552962


   

                                       
 

き、公共サービスとして日本では最初の定式化さ

れたのである。 

感染症と防疫ということでは、後藤新平の日清

戦争後の中国大陸から帰還する兵士への瀬戸内海

似島での大規模検疫実施（1895 年）は有名である。

1892 年に長与の後の衛生局長、伝染病研究所の設

立、1895 年から台湾総督府の民政長官、1906 年か

ら南満州鉄道総裁となり、展開した施策は彼のい

う「生物学の原則」に則っていた。広範で厳密な

調査と経済改革とインフラ開発に基づいている。 

冒頭に述べた大胆な仮説とは、この後藤新平に

最もよく照応するものとなっている。この生命を

揺るがす危機に対する対応と、同時に社会を揺る

がす危機への対応は、地方局や後の社会局に受け

継がれるが、後藤新平は、関東大震災の帝都復興

の都市計画事業においても大きな役割を果たす。

ここではこれ以上は触れない。 

4．他政策への展開：労働と社会政策 

感染症では結核への脅威は、下記の引用 3 にあ

るように死亡率の高さへの警鐘に深く関係してい

たが、特にそれ

が集中的に紡績

業の女子労働者

に見られたので

ある。公衆衛生

的観点はこの労

働者への観測に

関して異例の現

場調査をからめ

た形で関与がみ

られたことであ

る 。 特 に そ れ

は、引用 3 で見

られる紡績工場

の寄宿舎であっ

た。 

その調査とし

て有名な『職工

事情』について

は、図 3 の中心に位置づけている程重要な役割を

果たした。この点について、窪田は、前職が衛生

局であったこともあり、より公衆衛生の観点から

本研究の意義を強調していた。工場労働者社会に

おける結核の蔓延は、今後の産業の発展と国民の

公衆衛生の進歩を妨げる大きな障害であるという

強い認識であった。結核症例と環境との因果関係

については、窪田衛生局長の指名を受けた石原修

が結核と不衛生の因果関係を指摘することに成功

した。この石原の著作『衛生学上より見たる女工

の現状』『女工と結核』は、1911 年の工場法の制

定と 1916 年からの『工場監督年報』の発行に決定

的な貢献をした。今でいうところ EBPM 躍如たるも

のがある。 

5．政策人脈の展開：労働、社会政策に関して 

政策的な展開を俯瞰すると、図 3 が有用となる。

英語での拙論よりの転載なので、十分なフォロー

アップはしにくいかもしれないが、真ん中の上の

方より、「岩倉使節団」から「衛生局」へと時代

を下る流れ、そこから下に歴代局長 3 名の赤い

□枠があり、そして『職工事情』に関わる中で

両翼に、「社会政策学会」(1897 年)と「貧民研究

会」(1900 年)が主要な役割を果たしていること。

ここでは深く触れないが、「貧民研究会」の流れ

が後の社会政策を支える人材を集め、官民混ざり

あう「中央慈善協会」(1908 年)へとつながった。

地方民への着眼ということで、内務省地方局の流

れとも合流し、大正期に入って、社会政策→福祉

政策を扱う社会局が1920年に成立するという内務

図 3 政策にかかわる人脈、組織の展開図 

引用 3 結核と女子工場労働者 



   

                                       
 

省の担当部局の分置、専門化が進むことになる。 

このように公衆衛生の展開を源流として、主に

内務省の衛生局、地方局、社会局という形成に関

わり、日本の内政の充実に大きく寄与したといえ

る。1938 年には、衛生局と社会局が合体し厚生省

ができるが、元を辿れば、公衆衛生的関心の専門

的政策部局の展開であり、その帰結が厚生省とし

て、戦時期に束ねられたのである。 

6．大阪市でのこうした公衆衛生、社会政策の展開 

当日の発表では、大阪市大との関わり、特に医

学部や病院の展開とこのような明治日本の政策形

成とどのようにかかわったのか、最後に紹介した。

ここに簡単に発表の主旨を書き留めておきたい。 

地方の展開において、内務省と大阪府との関係

が重要である。後藤新平の尽力でできた 1897年の

「伝染病予防法」では、予防上の責任者として地

方長官にとりわけ期待がなされ、広範で強力な権

限に基づきながら、地域に行政介入していった。 

これを担う立て付けとして、「衛生事務」と

「衛生警察」が施策を担って行く。かつ後藤が構

想した「審事者」としての意思に大きな権限が与

えられ、その職権と権威を持って、伝染病対策は

進められたといってよい。 

三府の東京、大阪、京都にはその首都である東

京市、大阪市、京都市には、市長はしばらくおか

れず、府知事直轄体制が1898年まで続く。そのた

め府が管轄する「衛生警察」の都市環境制御に与

える影響力は大きかった。1900 年代初頭の有名な

建築物の改善を通じた日本橋の木賃宿街の変貌な

どは、その典型事例である。明治末期のペスト病

においても、冒頭に記した大部の報告書も、警察

部の情報集収集力と行動力のもとで完成したもの

である。管轄範囲は、引用 4 のとおりである。 

「衛生警察」の実力は、明治期においてはこう

した都市生活環境の整備とも深くかかわっていく

が、大正期になると、より専門官僚化する中で、

都市計画や住宅政策、社会政策へと個別展開して

いく。それを大阪市で主導したのが、内務省警保

局長の経験のある西村捨三知事（市長兼務）、大

阪府警察部長であった池上四郎市長であり、その

もとで、関一助役が登場するという流れとなる。

また当時生活困窮層を細民と呼称して、明治末期

から大正初期に細民調査を行うが、それを担った

のも府警察であり、大阪市南部の難波署、今宮署

であった。そこから大阪自彊館という今宮地区を

担う共同宿泊所を経営し、釜ヶ崎という一大宿泊

所の集中する木賃宿街が登場する。これも関わり

として当時の都市マネジメントにおいて「衛生警

察」の関係が大きかったと言える。インフラ整備、

公衆衛生、生活環境整備と「衛生警察」との関連

はあまりアカデミズムでも指摘されていない事実

ではなかろうか？ 

最後に大阪市大との関係をビジュアルに紹介し

ておきたい。阿倍野の医学部、病院に関しては、

図 4 に見られるように、伝染病対策の隔離病舎と

して今の場所に敷設された、避病院の一つである。

一般病院として再興したのは、1925 年であった。

地元の岸本氏の建物寄贈もあって、南市民病院と

して開院することになる。寄贈主の意向もあって、

民生枠 50 床という困窮者用への配慮のされた病院

であったときく。そのときの遠景写真が図 5 であ

る。手前に見える 1925年の大大阪記念、天王寺博

覧会の時に撮影された大変貴重な写真である。旧

制の医学専門学校は 1944年に市民病院を附属病院

引用 4 伝染病予防法の取り扱い範囲 
www.jstage.jst.go.jp/article/jalps/51/2/51_kj00010074098/_pdf/-

char/ja; 

図 4 明治期の避病院の分布 



   

                                       
 

に転用して、開設されている。 

歴史地理的には、明治の感染症対策の拠点の一

つとしての系譜を持っていることを指摘し、それ

以上に広がる史実や戦後との関係は、『大阪社会

医療センター50 年誌』（2021 年夏までに刊行予

定）や、「萩まちだより」28 号（萩ノ茶屋地域ま

ちづくり合同会社、2021 年 3 月刊行）に概観され

て（して）いるので、そちらを参照していただき

たい。コロナ禍の対応で市大病院の果たす役割

益々大きくなっている中、若干の歴史的整理をさ

せていただいたことを付記しておく。 
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図 5 大正末期、南市民病院開設当時の建物遠景 

 


